○滝川地区広域消防事務組合職員表彰規則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制　定　昭和58年３月４日規則第２号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正　平成10年３月27日規則第２号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年３月29日規則第２号

　（趣旨）

第１条　滝川地区広域消防事務組合職員の表彰については、この規則に定めるところによる。

　（表彰の実施）

第２条　職員が次の各号の一に該当する場合は、組合長がこれを表彰する。

　⑴　勤務成績が特に優秀であって、他の模範と認めるとき。

　⑵　勤務成績優秀な職員で、次の勤務年数に至ったとき。

　　ア　勤続20年

　　イ　勤続30年

　⑶　善行その他により表彰することが適当と認められる事項があったとき。

　（表彰の種類）

第３条　表彰は、模範、勤続及び善行の３種とする。

２　模範表彰は、第２条第１号に該当する職員に対してこれを行う。

３　勤続表彰は、第２条第２号に該当する職員に対してこれを行う。

４　善行表彰は、第２条第３号に該当する職員に対してこれを行う。

　（表彰の方法）

第４条　表彰は、表彰状を授与して行う。ただし、組合長が必要と認めた場合は、記念品を併せて授与することができる。

２　記念品は、組合長がこれを定める。ただし、時宜により記念品を褒賞金に代えることができる。

　（表彰の効果）

第５条　職員の受けた表彰は、履歴事項とする。

　（表彰の取りやめ）

第６条　表彰を受ける職員が表彰前に懲戒又は刑事事件等により起訴された場合は、その表彰は行わない。

　（表彰の返還等）

第７条　表彰を受けた職員が、職務怠慢又は破廉恥の行為若しくは、前条に規定する事項が生じた場合は、表彰状の返還及び履歴事項の取消しをすることができる。

　（勤続年数の算定）

第８条　第２条第２号の勤続年数の算定は、次の各号により、これを行う。

　⑴　勤続年数は、職員として就職の月からこれを起算する。

　⑵　１月に満たない数は、１月とする。

　⑶　再就職した職員の勤続年数は、組合職員として勤務した年数の通算とする。

　（表彰の時期）

第９条　表彰は毎年11月末現在の調査により、12月末日までにこれを行う。ただし、特別の事情がある場合は、この限りでない。

　（施行細目）　　

第10条　この規則施行について必要な事項は、組合長が別に定める。

　　　附　則

　この規則は、公布の日から施行し、昭和57年12月20日から適用する。ただし、勤続年数の算定に当つては、組合構成市町における在職年数を通算する。

　　　附　則（平成10年３月27日規則第２号）

　この規則は、平成10年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成11年３月29日規則第２号）

　この規則は、平成11年４月１日から施行する。

